
コンセプト
1．身近な自然にふれあい、遊び心がくすぐられる空間に
2．人と人がつながり、にぎわいが生まれる、わくわくする空間に
3．四季折々の街並みを感じ、のんびり歩きたくなる道に

狛江で憩う。ふらっと行こう。

1．身近な自然にふれあい、遊び心がくすぐられる空間に

多摩川周辺エリアは、多摩川や西河原公園の木々に代表されるように自然が豊かで、多くの狛江市民
に親しまれています。また、多摩川を少し離れると、むいから民家園や玉翠園跡、万葉歌碑などの
歴史・文化遺産や、ノスタルジックな雰囲気を感じる和泉多摩川商店街など、狛江のローカルな良さが
ぎゅっと詰まったエリアでもあります。

そこで、多摩川周辺エリアにあるこれらの資源を有効に活用して、市外から来た人がふらっと立ち寄
りたくなる、フラット（flat＝平坦）な狛江の道でのんびり歩きたくなる。また、市内の人もついつ
い多摩川に引き寄せられ、それぞれの「憩い」の時間を過ごせるような空間にリノベーションしてい
きます。

あわせて、今後このリノベーションを進めるにあたり、「身近な自然にふれあい、遊び心がくすぐら
れる空間に」、「人と人がつながり、にぎわいが生まれる、わくわくする空間に」、「四季折々の
街並みを感じ、のんびり歩きたくなる道に」という3つのコンセプトを定めました。この3つのコンセプ
トをもとに、市民、事業者、行政が協働しながらリノベーションを進め、地域資源を生かした多摩川周
辺エリアの魅力向上に取り組みます。

泥遊びや工作など夢中になって遊ぶ子どもたち
を見て、大人たちもほっとひと息

多摩川を活かした水上のアクティビティを楽しめる
都内有数のレジャースポットに

暖かい日は、子どもと一緒にピクニックで大人も
子どももリラックス

川や緑といった身近な自然に親しみ、水辺の
生き物や植物とふれあえる空間に

多摩川や西河原公園といった身近な場所で自然にふれあい、水や緑を眺めてリラックスしたり、 
水遊びや水上アクティビティなど子どもも大人も、遊び心がくすぐられる空間を目指します。

ー 「まち」と「かわ」が一体となった、多摩川周辺エリアの空間リノベーション ー

2．人と人がつながり、にぎわいが生まれる、わくわくする空間に

狛江産野菜のマルシェやキッチンカーで、にぎわいと
地域のつながりを生む

地域の商店で飲食・買い物を楽しみ、週末は駅前広場や河川敷などのイベントに気軽に参加するなど、
人と人がつながり、にぎわいが生まれる、わくわくする空間を目指します。

3．四季折々の街並みを感じ、のんびり歩きたくなる道に
桜並木の美しい六郷さくら通り、冬の美しい富士山が眺められる遊歩道など、四季折々の街並みを感じ、
狛江の文化や自然に触れながら、のんびり歩きたくなる道を目指します。
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アウトドア気分を満喫して、日々の疲れを癒し、
身近な場所で味わえる非日常

にぎわい、スポーツ、健康づくり、いろいろな人が
出会いコミュニティが育つ場所

家族や友人とコーヒーを楽しみながら、多摩川や
富士山を眺められる絶景スポット

自然エネルギーを身近に感じ、学び、体験できる
ネットワークづくり

自然豊かな狛江の街並みを楽しみ、ゆったりと
歩ける道

立ち並ぶお店を覗きながら、軽食を買って、
わくわくしながら多摩川に向かう

狛江の歴史や文化に触れながら、古い時代に
思いを馳せることができる路（みち）
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